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Index イントロダクション 
 (Section 1)   
モデリング ガイド ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴ 
 
F4D-1 スカイレイ       （1/72 タミヤ） 
F-8E クルセーダー      （1/72 アカデミー） 
F9F-2 パンサー        （1/72 ハセガワ） 
F9F-8 クーガー        （1/72 ハセガワ） 
F11-1F タイガー       (1/72 ハセガワ） 
F-4J ファントム        （1/72 エッシー） 
A-3B スカイウォーリア   （1/72 ハセガワ） 
A-4F スカイホーク     （1/72 ハセガワ） 
 
新世代戦闘機 
F-32            （1/72 タミヤイタレリ） 
F-35B           （1/72 タミヤイタレリ） 

 1/72 米海軍現用機第１弾として、有名１０機の1/72プラ
モデルキットを選び、本誌ライター 厚木の助さん、と 横
田の角さんが 作品写真で、組み立て、塗装、マーキング
まで プラモデル趣味の楽しさを ガイドしています。 
 戦闘機と攻撃機は最も美しいと言われた朝鮮戦争からベ
トナム戦争の時代のハイジビ塗装を、また、F-32とF-35は
実戦配備予想機のマーキングを施しており、バラエティ豊
かな機体が登場します。見るだけでも、プラモデル製作の
楽しさを感じることができる作品です。 
 いずれも 弊誌webモデラーズ 2009年2月創刊号から
2009年11月号までに掲載された連載記事を増刊用に構成
し直し、各機の簡潔な実機解説を加筆しています。 
きっと あなたも作ってみたくなるはず。

 (Section2)   
実機写真集 ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴ 
 
F-4N ファントム（２４ショット） 
F-8 クルセーダー (１４ショット） 
F-11 タイガー （６ショット）

 実機写真集は webモデラーズ編集部が、ニューヨーク航
空博物館に取材した実機写真の中から、モデリングガイド
で取り上げた機種に合わせ、今は博物館となりハドソン川
に浮かぶ空母イントレピッド甲板上にならぶ Ｆ８クルセー
ダー、F-11タイガー、F-4Nファントムの３機のカラー写真を
集めています。 
 モデリングの参考になる細部写真を選び、特に 資料の
少ない脚部詳細や脚カバー、各部アンテナ、翼端灯、燃料
投機口、エアイントレットなど気になる部分の写真がいっぱ
いです。 
 いずれも 弊誌webモデラーズの掲載記事から 増刊用
に構成し直しています。 

 （Section3)  
ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴの塗装講座(ハイビジ編） 
 
(1) 塗料と塗装用具 
(2) 塗装手順 RA-5C を作る

 最もＵＳＮＡＶＹ機が美しいと言われた５０年代から７０年
代まではハイビジ（ハイビジリティ）といわれる上面 ガルグ
レー、下面ホワイトの２色迷彩がほとんどです。 
 塗装講座（１）では 初心者向けに、ハイビジ機の塗装に
使う塗料や塗装用具、組み立てに必要な接着剤など説明
します。 
 塗装講座（２）では、米海軍機のハイビジ塗装について、
エアブラシ塗装、マスキングによる塗装を具体的に紹介し
てゆきます。 
 大きめで組み立てやすいマイクロエースの1/144 ＲＡ－５
Ｃ ビジランティを選びました。

 webmodelersとして 初めての増刊号を発行する運びになりました。創刊以来、プラモデルガイドとして、プラモデル製
作記事と実機写真資料を1冊にまとめた密度の濃いものをかねてから 出したいと思っておりましたが、やっと実現しまし
た。。増刊第一号の内容は2009年2月創刊号から2009年11月号の計10号の弊誌連載記事の中から、10機の米海軍現
用機製作記事と ３機の実機写真を選びました。構成しなおして、読みやすく book形式に編集し PDFファイルの形でe-
bookとしました。 e-book制限一杯の２０Mバイトの大容量となりました。webmodelersはネット上のwebマガジン形態のス
ケールプラモデル専門の模型誌として出発しましたが、ぜひ 主要な記事や貴重な写真資料、作品の写真をe-bookの形
に残して行きたいと思っております。今後も、航空機記事だけでなく、AFVなど ジャンル別に増刊の形で発行して行き
たいと考えております。 末永く皆様のご支持をよろしくお願いいたします。

webmodelers 2010年１月号増刊 （通巻12集） 
 
定価： １,２６０円（本体 １,２００円) 
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PDFファイル無断複写および、無断配布を禁ず。

発行人： 田口博通 
発行所：office webmodelers 
http://www.webmodelers.com 
住所：神奈川県湘南  
連絡先： info@webmodelers.com 



www.webmodelers.com          Office webmodelers all right reserved 

       webmodelers2010年1月号増刊No.1 プラモガイド 

 1/72  アメリカ現用海軍機  Vol.1 

(Section 1)  モデリング ガイド ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴ 

 

F4D-1 ダグラス スカイレイ （タミヤ 1/72) マクダナル ダグラス F-4J ファントム （エッシー 1/72) 

チャンスボート F-8E クルセーダー （アカデミー 1/72) A-3B スカイウオーリア （ハセガワ 1/72) 

F9F-2 パンサー （ハセガワ 1/72) 
ダグラス A-4F スカイホーク （ハセガワ 1/72) 

F9F-8 クーガー （ハセガワ 1/72) 

 

ボーイング F-32 （タミヤ イタレリ 1/72) 

 

F11-1Ｆ タイガー （ハセガワ 1/72) 
F-35B （タミヤ イタレリ 1/72) 
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      webmodelers2010年1月号増刊No.1 プラモガイド 

 1/72  アメリカ現用海軍機  Vol.1 

(Section2)  実機写真集 ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴ 

 

(Section 3)  ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴの 塗装講座(ハイビジ編） 

 

マクダナル ダグラス F-4J ファントム （ハセガワ 1/72) F11-1Ｆ タイガー （ハセガワ 1/72) 

チャンスボート F-8E クルセーダー （アカデミー 1/72) 

（１）塗料と塗装用具 
 

ハイビジ塗装に必要な塗料、塗装用具などを説明します。 

（２）塗装手順 
 

RA-5C ビジランティ を例に塗装の手順を詳しく説明します。 
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ダグラス F4D-1 スカイレイ  (タミヤ 1/72) 
by 厚木の助さん

 

 
 

 

 

実機解説 
 1947年 海軍の艦上迎撃機要求に
対し、ダグラスは ドイツのリピティッ
シュ博士の全翼式デルタ翼機を基礎
に D-571プランを提出しました。これ
がスカイレイのデザインの原点となっ
ています。ドイツからの戦利品として
手にいれた技術はよっぽど有用だっ
たようで、このスカイレイの他、F102、
F106,ミラージュとこの時代に基礎設
計された戦闘機は皆、リピティッシュ
博士のロケット機とそっくりだったので
す。

 1951年エドワーズで初飛行に成
功。 
全生産機数は 419機です。 
 海軍の15個のVF, 海兵隊の9個の
VMFと 多くの実戦戦闘部隊に装備
された主力戦闘機でしたが、全天候
戦闘能力が不足したため、1963年 
F3H-2 デモンと交代し、第一線を引
退しています。厚木には VMA-114,-
542を始め、多くの部隊が飛来し、日
本にもなじみの深いスカイレイです 

 エンジンには当初 J-40を搭載した
が、不調のため、量産型ではJ57を搭
載しました。FCSはAero 13 を搭載し、
武装は当初は4門の20mm砲のみでし
たが、爆撃機要撃用に、2.75inFFIRの
ポッドを6箇所のハードポイントに装備
できました。1956年にサイドワインダー
（AIM-9B)が実用化されると ただちに
搭載されています。 なお、主翼前縁に
見えるフェンスは境界層板ではなく、ナ
イロンバリケードのすっぽ抜けを防ぐ
バリケードフェンスです。



www.webmodelers.com          Office webmodelers all right reserved     

 
 

 

 

今回は あの超音速艦上ＪＥＴ戦闘機 
Ｆ４Ｄ スカイレイを取り上げてみたい
と存じます。 
 タミヤから 1998年に端正なスジボ
リの決定版が発売されております。は
るか昔、AirFixから唯一ものの それ
はそれは素晴らしい1/72が出ており
ましたが、これで、完全に過去のもの
となりました。 
 私もAirfixには、エアインテークのあ
まりのすごさに恐れを無し、ストックに
直行。それでも、脅迫観念から懲りず
に３つも買ってしまった淡い思い出が
ございます。  
 

  その思い出も、タミヤのキットの出
現で、真珠の首飾りとなり、湘南の夏
の波の合間に消え去りました。 
 タミヤのキットは 1/48を1/72にスケ
ールダウンさせたもの。合いは抜群。 
 ただし、特徴だった主翼トリムは一
体となってしまい、組立てやすくはな
ったものの、機体姿勢に変化をつけ
ることができなくなりました。武装はサ
イドワインダーとロケットパック、増加
燃料タンクと しっかり、付属しており
ます。 

 スカイレイの尾翼も無いＳＦ的な変
形デルタ胴体は、胴体と翼が溶け合
った、いわゆるフライング・ウイングそ
のもの。エリアルールも何もあったも
んじゃございません。しかし、ドイツの
リピティッシュを父君に、若君には ス
ペースシャトルへと継ぐ血統は 並々
ならぬものがございます。 ちゃらち
ゃらしたエリアルールのグラマー オ
ネーチャンの佇まいとはチョイと違う、
技術の血統、男の世界でございま
す。



www.webmodelers.com          Office webmodelers all right reserved     

製作 

 
プラ板を切れ目に接着する。 

 
 

ペーパーで整形 

 
 

サーフェーサーで下塗り 

 

 コクピット  胴体とエアインテーク 
 機首が左右、胴体は上下と分割が
変則です。 毎度、コクピットから作り
始めねば なりませぬが、バスタブの
シンプルなコクピットで、計器板と操
縦桿をつければよろしい。ダークグレ
ーで全体を塗り、パネルを黒でぬれ
ば 出来上がりでございます。おもり
は釣り用を粘土でとめてしっかり放り
込んでおいてください。

 胴体はエアインテーク奥のエンジン
ファンを仕込み、上下を接着します。
もっとも、のぞいてもほとんど見えま
せん。 
 主翼前縁のフェンスは 上下食い違
いがあると、雰囲気台無しなので
0.5mmプラ板で自作してみました。
（写真） 
カミソリのこで前縁に切れ目を入れ
て、大きめのプラ板を瞬間接着剤で
固定します。固まったら、丁寧に 形
状を出してやります。 
 

主翼の断面形状はなかなか良いよう
です。 機首、エアインテーク部品
共、ばっちりと胴体と合いますが、ス
ムーズにつながるよう 入念に整形し
ておきましょう。 
主翼のエルロン後縁は 少し、薄く削
っておいてやります。  
胴体が完成したら、グンゼ1000番サ
ーフェーサーを吹いて、表面をチェッ
クします。もし、ひけ、スキマ などが
あれば、溶きパテか瞬間接着剤をパ
テ代わりに使い、入念に修正しておき
ましょう。
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 塗装  脚など  完成した佇まい 
 塗装は マイクロデカールを使って 
ＶＦ－74 Be-Devilers といたしまし
た。 当時のＮＡＶＹの標準塗装で、
上面  ガルグレーと 下面 ホワイト
は グンゼカラーの特色を使っており
ます。  
 レドームとアンチグレアは黒つやけ
し。主翼舵面はホワイトです。 
垂直尾翼エッジに黒つやけし部分が
あります。また翼前縁はシルバーとし
ました。エアインテーク前縁とラダー
はＲＥＤです。

 脚はモールドもよく修正点無し。オ
レオ部にアルミ箔をはってキラリ光物
としておきました。アレスティング フ
ックは 白黒の縞で塗りわけとなって
います。 
 武装は、クリーンとし、ランチャーの
み取り付けております。 
 シートはキットのシートに板鉛で作
ったベルトを追加。機首上部、前部キ
ャノピー前のピトー管？は破損し易い
ので、金属線で自作しました。

  なんというか、この時代のＮＡＶＹＪ
ＥＴ戦闘機は現代には無い独特の佇
まいがそそります。それが 魅力とい
うか、製作意欲をかきたてらえるので
ございます。 
それでは、ボロが出ないうちに、失礼
つかまつります。
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実機資料写真集  F-4N ファントム 
ニューヨーク航空博物館の1950年代ＪＥＴ 1960年代に活躍した ファントムです。 （撮影時期は2005年春） 

 
(写真１） 後部から見た全景  

エンジンがはずされているので、ジェットノズルが無い他は ほぼ完全な形で展示されている。 

 
 

（写真２） 機首レドーム 
N型のため、B型同様にレドーム下に赤外線スキャナーのふくらみがついている。  

 

 F4N SN.150628 VMFA-323 の機体で、実戦で活躍した。 
なんといっても やはりファントムは空母の甲板上に駐機しているのが最もふさわしい。
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（写真３）エアインテークベーン付近  
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（写真４） 前脚のディテール 
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（写真５） 前脚ドア 

 
 

（写真６）エアインテークとアンテナ　　など計２４枚の細部写真です   
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(Section 3) ＵＳ ＮＡＶＹ ＡＩＲＣＲＡＦＴの塗装講座(ハイビジ編） 
（１）塗料と塗装用具 

 ５０年代から７０年代までの米海軍機はハイビジ（ハイビジ
リティ）といわれる上面 ガルグレー、下面ホワイトの２色迷
彩がほとんどです。 
最もＵＳＮＡＶＹ機が美しいと言われた黄金の時代です。 

初心者の方向けに、米海軍機の塗装について 使う塗料や
塗装用具、塗装方法を簡単に紹介します。 
まずは ハイビジ塗装に使う塗料です。

ラッカー塗料 
 塗料ですが、ハイビジ時代の米海軍機の上面はガルグレ
ー、また下面はホワイトで塗装されていました。 
 
 ＧＣＩクレオス（旧グンゼ）のＭｒカラーシリーズの中のラッカ-
特色が色が正確で一番使いやすいと思います。模型店で購
入できます。 
 
上面色ガルグレー ：No.315 グレーFS16440 
下面色ホワイト ：No.316 ホワイトFS17875 
コクピット内ダークガルグレー ：No.317 グレーFS36231 
 
を使います。 
 
その他に 
翼前縁とタイヤ ： つや消しブラックNo.33 
ジェット吸入口 ： レッド No.3 
ジェット排気口、脚オレオ ：シルバーNo.8 
（ジェット排気口はシルバーとブラックを混合します。） 
 
以上 計６色があれば とりあえず、塗装できます。 
余裕があれば、他の色も買い揃えると良いでしょう。 
 
   下はＧＣＩクレオスのＭｒカラーの写真です。 
 
No.315グレー 、No.316ホワイト、No.317ダークグレー 

 
 
No.3レッド ,No.8シルバー,No.33ブラック 

 
 
 
 

シンナーとマスキングゾル 
 この他に、塗料薄め用のエアブラシ用シンナー と 塗装
時のマスキングに使うマスキングゾルを用意します。 
 
エアブラシ用シンナー       マスキングリキッド 
                    （マスキングゾル） 

  

スミイレ用塗料 
 スミイレ用に 油彩のローアンバーと油彩用溶き油の
PETROLを使います。ローアンバーはこげ茶色のような色で
す。文具店や画材店で購入できます。 
 
クサカベのローアンバー  PETROL 
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塗装用具 

 

次は塗装に必要な用具について説明します。 
必要なものは 次の４種類です。 
 

（Ａ）面相筆 
（Ｂ）塗料皿 
（Ｃ）エアブラシ 
（Ｄ）コンプレッサー

(A) 面相筆 
 面相筆は安いもので結構です。１本あればＯＫです。 
文具店で購入できます。面相筆には太さでNoがついている
ので、No.0という太さを探してください。 
 
 写真は BUNSEIDOの面相筆 Ｎｏ．０

(B)塗料皿 
 塗料皿ですが、わざわざ購入しなくても 台所にある弁当
用のアルミホイルケース皿（８号くらい）が流用できます。１０
０枚で１００円くらいですから使い捨てにしても大変安いもの
です。 

 
 
 模型店で専用の塗料皿を購入するのであれば、万年とい
うメーカーの塗料皿(下のような写真のもの）を購入すればよ
いでしょう。５枚で２００円くらいです。 

(C) エアブラシ 
 エアブラシ塗装が筆ムラも出ず、一番簡単です。エアブラ
シは最初は高級なものを揃える必要は全くありません。 
 私は一番安いＧＣＩクレオスのMr.Hobby PS265というシン
グルアクション 0.3mm口径のものを愛用しています。 
ヨドバシで７０００円くらいで購入できます。 
 
  エアブラシ Mr.Hobby PS265 

(D) コンプレッサー 
 エアブラシは圧縮空気を使いますので、コンプレッサーが
必要です。 ＧＣＩクレオスの Ｍｒ．リニアコンプレッサーＬ５
が振動もほどんと無く静かで、手ごろな価格で購入できます
のでお薦めです。定価２５０００円のものが ヨドバシなどで
は２００００円くらいの値引きで入手できます。最初は高いと
感じますが、コンプレッサーは丈夫なので一度買うと一生モ
ノです。 
 
  Mr.リニアコンプレッサー Ｌ５ 
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組み立てに必要な 接着剤と おもり 
航空機プラモデルを組み立てる際に必要な接着剤やおもり
について紹介します。 

       購入できる場所 
おもり：   スーパーの文具コーナー 
接着剤： 模型店、ホームセンター、スーパー

接着剤 
航空機プラモデルに使う接着剤は タミヤセメントの流し込
みタイプが一番使いやすいようです。ふたについている付属
の筆で接着部にごく少量流し込みますと、スチロールプラス
チックが溶解し強固に接着されます。 
 
 タミヤセメント（流し込みタイプ） 

多用途接着剤 
 脚、脚カバー、アンテナなど小物の接着には 粘度の高い
接着剤を使います。私はプラスチック用でなく、３Ｍの多用
途強力接着剤（合成樹脂系）を使用しています。固着までに
時間の余裕があり位置決めに便利で、脚カバーを胴体に
「いもづけ」する際に威力を発揮します。動かぬ固定が必要
な場合は、多用途接着剤で仮止めし位置決めしてから瞬間
接着剤で固めます。ホームセンター、スーパーの日用品コ
ーナーで購入できます。 
   
３Ｍ 多用途強力接着剤（合成樹脂系） 

瞬間接着剤 
 固着までの時間が短いので、主翼上半角を決める際に威
力を発揮します。また、主脚を固める際に使います。小さい
段差を埋めるパテがわりにも使います。スーパーの文具コ
ーナーでも購入できます。 
 
  ボンド アロンアルファ 

おもり 
 前脚があるジェット機は重心が後部にありますので、オモ
リを機首に仕込んで胴体左右を接着しなければなりませ
ん。また、おもりが機首の中で動かないように油粘土で留め
ておくようにします。 
 オモリはつり用のオモリセットを一つ買っておくといいでしょ
う。 
わざわざ「つり具屋」に行かなくても、ホームセンターなどで
も売っています。 油粘土は文具屋か 最近はスーパーの
文具コーナーでも 子供用の「あぶらねんど」が売っていま
すので、それを使います。 
 
   つり用おもりセット(２００円くらい） 

    
   子供用あぶらねんど（１５０円くらい） 

パテ 
 胴体左右の接着部の段差やプラスチックのヘコミなどを埋
めます。模型店で入手しやすいタミヤから発売されているチ
ューブ入りの「タミヤパテ(ベーシックタイプ）」が使いやすいと
思います。 
 
   タミヤパテ 
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（２）米現用海軍機モデルの 塗装手順（ハイビジ編） 
RA-5C ビジランティ (マイクロエース 旧オオタキ 1/144) 

ｂｙ webモデラーズ発行人 田口博通
 

 
 

 
 

実機解説 

  米海軍機、米海兵隊機は 厚木や岩国に駐留しているた
め、ＵＳ ＮＡＶＹフリークも多く、写真やグッズを集めるだけ
でなく、自分でプラモデルを作って飾ってみたいと思う方が
多いようです。webモデラーズにも そんな方からお便りをい
ただきます。 
 プラモ店に行くと、迷うほど多くのキットが棚に並んでいま
す。気に入ったモデルの箱を開けてみると、部品点数が非
常に多く、塗装も必要であることがわかり、敷居が高いこと
があるとのこと。 
 プラモデルの組み立て方法について、最近は書店マニュ
アル本が多くならんでいます。ただ、それらは 艦船やガン
ダムや戦車のマニア的な塗装方法や改造法の紹介が多く、
そんなに手間がかかるのであればと二の足を踏むことがあ
るようです。

  ５０年代から７０年代までの米海軍機はハイビジといわれ
る上面 ガルグレー、下面ホワイトの２色塗り分けがほとん
どです。最もＵＳＮＡＶＹ機が美しいと言われた黄金の時代で
す。 
 
 初心者の方向けに、米海軍機のハイビジ塗装について、
エアブラシ塗装、マスキングによる塗装を具体的に紹介して
ゆきます。 
組み立てるモデルには低価格で部品点数が少なく、組み立
てやすいわりに大きめのプラモデルとして マイクロエース
の1/144 ＲＡ－５Ｃ ビジランティを選びました  
 組み立てに必要な接着剤や、塗料、塗装に必要な用具は
別ページにまとめてありますので、そちらを参照してくださ
い。

 まずは、実機をよく知ることが興味の第一。 
ＮＡＶＹで使われた偵察機ＲＡ－５Ｃはどんな飛行機だったの
でしょうか？ 
「実機解説」です。 
 
「実機解説」 
 ノースアメリカンRA-5C偵察機は核攻撃機Ａ－５シリーズ
から発達し、1962年に初飛行しました。A-5A攻撃機は1955
年に空母に配備され米国の核報復能力の一端を担ってい
ましたが、ＳＬＢＭ搭載原子力潜水艦の配備により、空母搭
載の核攻撃兵力の必要がなくなりお役ご免となったところ、
大型でペイロードに余裕があることを生かし、偵察機に転用
されたわけです。 

 偵察カメラ、各種センサーなど偵察機材が機体下面のカヌ
ー型ポッドに追加されています。各空母に分遣隊が派遣さ
れ、ベトナム戦争ではＳＡＭサイトの偵察などに全期間使わ
れました。 
マッハ２級の性能を持っていましたので、落とされた機体は
少なく、ほぼ全機が退役後デビスモンサンにモスポールされ
て収められています。 
全長 22.31m 
全幅 6.15m 
乗員 ２名 
最大速度 マッハ２
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キットについて 

製作 

胴体下面写真 

 

 旧オオタキのRA-5Cビジランティはアリイを経て現在はマ
イクロエースから発売されています。写真の箱絵はアリイ時
代のものです。実機が大きいため、 144でも、ちょっとした
72ジェット機くらいの大きさがあります。 
 モールドは端整なスジボリで、スタイルの良さには定評が
ありました。キャノピーの形状や、脚部品もしっかりしてお
り、名キットの評価もあります。エアインテーク部にストレー
キ付の後期型が再現されていて、デカールは 米太平洋艦
隊の ＮＫのマーク エンタープライズ搭載機のものが １種
付属していました。 
 スーパーデカールから別売りデカールも発売されていまし
たので、塗装を変えて揃えることも可能です。 
 

箱絵 （アリイ時代のもの、 
現在はマイクロエースと社名が変わっている） 

 144ですから、オモリを機首に仕込んで胴体左右を接着
し、主翼、尾翼を接着すれば、すぐ形にすることができます。
コクピット内を最初に作る必要はありません。 
 手を加えた方がいいのは機首のピトー管です。模型店で
0.5mm径のシンチュウ線を購入して、先をヤスリで少し尖ら
せ、瞬間接着剤で機首レドーム先端に接着し、根元の形状
を丁寧に整形しておきます。 

 １日以上経ってから胴体と翼の接着部を６００番くらいの耐
水ペーパーで削ってなめらかに整形します。キットは翼の後
縁も薄くシャープですし、胴体背中のふくらみもこんなもので
しょう。 
胴体下面の偵察機材が入ったカヌーも接着しておきます。こ
れで塗装前の機体はできあがりです。 
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塗装手順 

 

ガルグレー全面塗装 そして マスキング 

 塗装の手順を具体的に紹介します。 
 
ＧＣＩクレオスのプラモデルラッカー塗料特色の 
上面色ガルグレー ：No.315 ガルグレーFS16440 
下面色ホワイト ：No.316 ホワイトFS17875 
を用意します。 
 
（１）まず、全面を上面迷彩色のガルグレー315でエアブラシ
で塗装してしまいます。このガルグレーは下塗りを兼ねてい
るわけです。 
 
（２）次に全面をマスキングゾルを２度塗りして、マスクしてし
まいます。 乾燥したら、ホワイト色に塗装する場所（舵面、
下面、垂直尾翼）のマスキングをナイフでカットして取り去り
ます。 
 
（３）乾いたら、ホワイトNo.316 で全面を塗ります。 
 
（４）マスキングを丁寧に剥がします。 
 
（５）その後、細部をマスキングしながら、面相筆で塗ってい
く。 
 
この手順が一番簡単です。 

  （注意点） 
 
（１） エアブラシ用に塗料をシンナーで薄める濃度はおよそ
塗料１に対し、シンナー２程度ですが、これは季節でも、エア
ブラシの口径でも変わりますので 実際に自分で試してみて
ください。 
薄すぎるといくら吹いても色が留まらず、濃すぎるとモスラの
ように糸を引きます。エアブラシの塗料濃度は悩ましいです
が、必ず習得する必要のあるスキルです。 
 
（２） マスキングゾルは必ず、２度塗りが必要です 
 ハセガワから乾くとオレンジ色になるマスキングゾルがで
ていますので それを使われるとよいでしょう。一本買うと１
０機分くらいは作れます。カッティングはよく乾いてから行っ
てください。ナイフには私はよく切れる貝印の片刃かみそり
を使っています。 
 
（３） 主翼のガルグレーとホワイトの塗り分けは 舵面に沿
っているわけではないので、注意が必要です。(下写真を参
考に） 
 垂直尾翼はオールフライング式可動なので、全面ホワイト
となります。

組みあがった胴体を ガルグレーで全面を塗ります。 
 
そして、 マスキングゾルを塗り、乾いたらホワイトになる部分をナイフでカットします。 
機体下面、機首レドームと可動舵面が基本的にホワイトになります。 
ビジランティは垂直尾翼が全面ホワイト、又尾翼前縁もホワイトです。 
主翼、尾翼上面は ガルグレーとホワイトの塗り分け線に注意で、下の写真のように塗りわけます。
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ホワイトの塗装 

 
エアブラシでホワイトをマスキングを剥がした場所全面に塗装します。 

 
 
 

マスキングゾルをはがすと この通り、きれいな塗りわけが実現できました。 
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細部塗装 

 
 

黒つや消しを 筆塗りで塗装します 

次に主翼前縁など細部を塗って行きます。 
 
主翼前縁にはホワイトのアンテナ部分とブラックの前縁部分があります。 
ホワイト部分を筆で塗って乾いたら、ブラック部分を塗装するために、マスキングゾルを塗ります。 
マスキングゾルが乾いたら、ブラックになる部分だけナイフでカットして剥がします。 
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エアインテークリップのレッド塗装 

 
 

エアインテークリップはレッドになっています。 
同様にエアインテークをマスキングしてレッドを塗装します。

 マスキングをはずすとこの通り 主翼前縁もエアインテークリップもシャープな塗りわけ
になりました。 
後ろに写っているのは アルミ箔のホイルカップですが、塗料皿代わりに使っています。右
に見えるのは貝印の片刃のカミソリ。マスキングゾルをカットするのにナイフ代わりに使っ
ています。
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面相筆で細部塗装 

 

 
 

 
 

面相筆で 主脚をホワイトで、車輪はブラックで、シートもブラックに塗ります。 
尾部の排気口部分はブラックにシルバーを混ぜて、焼け鉄色を作り、同様に面相筆で塗ります。 
コクピットは見える範囲をダークガルグレーNo.317で面相筆を差し込んで塗り、 
グレアシールドはブラックに丁寧に塗っておきます。

シートはブラックで塗装 グレアシールドもブラックで 

デカールを丁寧に貼りましたら、これで塗装は完了。 
ここで一手間かけて クリアーNo.46 を薄く吹いて保護しておくとデカールがはがれず 長持ちします。

キャノピーを接着すれば 完成！ 
（キャノピーも マスキングゾルを使って同様にガルグレーで塗り分けておきます。）
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完成写真 

 
 

 

いかがだったでしょうか。マスキングゾルを使って丁寧に塗り分ければ 
思ったより簡単に ここまでたどり着けると思います。 
広い面積はマスキングテープを使ってもかまいません。 
 
ＵＳＮＡＶＹハイビジ機の塗装でした。 
 
あなたも完成すれば、ぜひデジカメで写真を撮って メール添付で  
月刊ＮＥＴ模型誌「webモデラーズ」の「誌上個展コーナー」あてお送りください。 

送り先は  
お待ちしております。 
               （webモデラーズ編集部）


